
若者の意識調査  

 

～ 調査へのご協力のお願い ～ 
 

 日頃より新宿区政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

新宿区では、平成21年度に策定した「新宿区次世代育成支援計画（平成 22年度～26年度）」

に基づき、子どもや青少年に関する様々な取り組みを行っています。平成26年度には、新たな「次

世代育成支援計画（平成 27年度～31年度）」を策定する予定です。 

 この調査は、若い方々の意識や、ご意見・ご要望などを把握することにより、新たな計画づくり

の基礎資料とするために実施するものです。 

調査の実施にあたっては、住民基本台帳の中から 18 歳～39 歳までの方を無作為に選ばせてい

ただき、調査票を送付しています。お答えいただいた内容は、すべて統計的に処理し、個々の回答

やプライバシーに関わる内容が公表されたり、他の目的に利用されたりすることは一切ありませ

ん。 

 お忙しい中恐縮ですが、この調査の趣旨をご理解いただき、ぜひともご協力くださいますよう、

よろしくお願い申し上げます。 
 

   平成 25年9月 

新宿区長 中山 弘子 

 

 

～ ご記入にあたってのお願い ～ 

1 特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名の方についてご記入ください。 

2 調査票はご本人がご記入ください。 

3 回答は、選択肢の番号を選んで○印をつけていただく場合と、数字などを記入していただく場

合があります。 

4 ご回答の○印の数は、（○はひとつだけ）、（○はいくつでも）などと表示していますので、それ

に合わせてください。また、「その他」を選んだ場合は、その後にある（ ）内に具体的な内容

を記入してください。 

5 設問によって回答していただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に従っ

て回答してください。特にことわりのない場合は、次の設問に進んでください。 

6 ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて 10 月 16 日（水）までにご投函くだ

さい。（切手を貼らずにお出しください。住所・氏名を記入する必要はありません。） 

 

【お問い合わせ先】 

新宿区 子ども家庭部 子ども家庭課 企画係 ℡03－5273－4260 
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あなた自身やご家族のことについてうかがいます 
 

問１ あなたの性別はどちらですか。 

1. 男 2. 女 

 

問２ あなたの生年月を記入してください。（昭和・平成いずれかに○をして記入）  

昭和・平成 （        ）年  （        ）  月生まれ 

 

問3 あなたは現在どなたと一緒に住んでいますか。（○はいくつでも） 

1. 父母 

2. 祖父母 

3. 兄弟姉妹 

4. 夫または妻（事実婚を含む） 

5. 子ども 

6. 一人暮らし 

7. その他 

（                  ） 

 

 

問4 あなたを含めて同居の家族は何人ですか。 

  人 

 

問5 あなたのお住まいは、どの特別出張所の地域ですか。（〇はひとつだけ） 

  ※ 地域は封筒の宛名ラベルの右下に記載されています。 

1. 四谷 

6. 戸塚 

2. 箪笥町 

7. 落合第一 

3. 榎町 

8. 落合第二 

4. 若松町 

9. 柏木 

5. 大久保 

10. 角筈・区役所管内 

 

問６ あなたは、現在のお住まいに住んで何年になりますか。（○はひとつだけ）  

1. 1年未満 

2. 1年以上3年未満 

3. 3年以上5年未満 

4. 5年以上10年未満 

5. 10年以上20年未満 

6. 20年以上30年未満 

7. 30年以上 

 

 

問 7 あなたの一年間の収入の合計額（税込み）はどれくらいですか。土地・家屋・株券などの資産

売却による収入は除きます。（○はひとつだけ） 

1. 200万円未満 

2. 200万円～300万円未満 

3. 300万円～500万円未満 

4. 500万円～700万円未満 

5. 700万円～1,000万円未満 

6. 1,000万円～1,500万円未満 

7. 1,500万円以上 

8. わからない 

 

問 7－1 あなたの世帯の一年間の収入の合計額（税込み）はどれくらいですか。土地・家屋・株

券などの資産売却による収入は除きます。（○はひとつだけ） 

1. 200万円未満 

2. 200万円～300万円未満 

3. 300万円～500万円未満 

4. 500万円～700万円未満 

5. 700万円～1,000万円未満 

6. 1,000万円～1,500万円未満 

7. 1,500万円以上 

8. わからない 
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日常生活についてうかがいます 

 

問 8 あなたは、一緒に遊んだり話したりする友人が何人くらいいますか。（○はひとつだけ） 

1. 1 人 

2. 2～3人 

3. 4～5人 

4. 6～9人 

5. 10～19 人 

6. 20 人以上 

7. いない 

 

   

 

問 8 で「1.～6.と答えた方」にうかがいます。 

問8－1 悩み事を聞いてくれたり、心の支えになってくれるような親しい友人はいますか。 

（○はひとつだけ） 

1. いる 2. いない 

 

問 9 あなたの現在の状況をご記入ください。配偶者・パートナーがいらっしゃる方はその方につ

いてもお答えください。（○はそれぞれひとつずつ） 

 あなた 配偶者・パートナー 

現在の状況 

1. 正規雇用 

2. 非正規雇用 

（パート・アルバイト・派遣・ 

嘱託・契約社員等） 

3. 自営業・自由業等 

4. 無職・家事 

5. 学生 

6. その他（          ） 

1. 正規雇用 

2. 非正規雇用 

（パート・アルバイト・派遣・

嘱託・契約社員等） 

3. 自営業・自由業等 

4. 無職・家事 

5. 学生 

6. その他（          ） 

 

問 9 の「あなた」または「配偶者・パートナー」で、「2. 非正規雇用」と答えた方にうかがいま

す。 

問 9－1 フルタイムへの転換希望はありますか。 

あなた 

1. フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があ

り、実現できる見込みがある 

2. フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあ

るが、実現できる見込みはない 

3. 非正規雇用（フルタイム以外の就労）の就労を続けることを希望 

4. 非正規雇用（フルタイム以外の就労）をやめて、仕事には就きたくない 

配偶者・ 

パートナー 

1. フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望があ

り、実現できる見込みがある 

2. フルタイム（1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労）への転換希望はあ

るが、実現できる見込みはない 

3. 非正規雇用（フルタイム以外の就労）の就労を続けることを希望 

4. 非正規雇用（フルタイム以外の就労）をやめて、仕事には就きたくない 

 

 

（次は 問 9へ） 
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問 9 で「4. 無職・家事」「5. 学生」「6. その他」と答えた方にうかがいます。 

問 9－2 以下の項目について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつでも） 

1. すぐにでも、もしくは 1年以内に仕事に就きたい 

2. 今後も今と同じ形で生活を続けたい 

3. 仕事に就くために、情報を集めている 

4. 仕事に就くことを希望しており、かつそのことについて特に不安はない 

5. 将来、仕事に就けるか不安である 

6. 若者が仕事に就くために、もっと行政（国、都、区）のサポートが必要だと思う 

 

問 9 で「１. 正規雇用」又は「２. 非正規雇用」と答えた方にうかがいます。 

問 9-3 あなたの職場にある子育て支援施策について、あてはまるものを選んでください。 

（○はそれぞれひとつずつ） 

 実際に利

用したこ

とがある 

制度はあるが、利

用したことはない 

（子どもがいない

人を含む） 

制度がな

い 

わからな

い 

① 育児休業制度 1. 2. 3. 4. 

② フレックスタイム 1. 2. 3. 4. 

③ 勤務時間短縮制度（始業時間

と終業時間の繰上げ・繰下げ） 
1. 2. 3. 4. 

④ 子どもの看護のための休暇 1. 2. 3. 4. 

⑤ 出産退職後の再雇用制度 1. 2. 3. 4. 

⑥ 子どもに対する手当などの

経済的支援 
1. 2. 3. 4. 
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すべての方にうかがいます。 

問 10 次のようなところで行っている就労等に関する相談や情報提供について知っているものや、

これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思うものをお答えください。事業

ごとに1～3のそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。  

 1 

知っている 

2 
これまでに 

利用したこと 

がある 

3 

今後利用 

したい 

① 子ども・若者総合相談  （※１） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

② 若年者就労支援室「あんだんて」（※２） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③ しんじゅく若者サポートステーション

（※３） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④ 東京キャリアアップハローワーク（東京

わかもの支援コーナー）（※４） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤ 東京新卒応援ハローワーク（※５） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 

※1 子ども・若者の課題（ニート、ひきこもり、不登校、発達への不安、児童虐待など）に対応

するため、区の既存の相談窓口（15か所）が連携して相談に応じます。 

※2 ひきこもりや不登校、進路に悩む若者とその家族に就労に向けた支援をします。 

                                【問合せ】03（3200）3329 

※3 仕事に就くことに悩みを抱えている方のご相談に応じます。      【問合せ】03（5155）6213 

※4 前職が非正規就労の方で、今後、正社員を目指す方を対象に個別で就労支援を行っているハ

ローワークです。                       【問合せ】03（5909）8609 

※5 新たに大学等を卒業される方、概ね卒業後 3 年以内の既卒者を対象に個別で就労支援を行ってい

るハローワークです。                       【問合せ】03（5339）8609 

 

問 10 でひとつでも「2. これまでに利用したことがある」と回答した方にうかがいます。 

問 10-1 相談機関を利用した結果、どのように役立ちましたか。あてはまるものを選んでくださ

い。（○は3つまで） 

1. 仕事に就く先を選ぶうえで参考になった 

2. 自分の考えや気持ちの整理がついた 

3. 自分の考え方が広がった 

4. 自分の判断の決め手になった 

5. 将来像が具体的になった 

6. 仕事に就くことができた 

7. その他（                                  ） 
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すべての方にうかがいます。 

問11 あなたは、仕事と生活のバランスについてどのように考えていますか。 

（○はそれぞれひとつずつ） 

理想 あなたの今の状態 

1. 仕事を優先 

2. どちらかといえば、家庭生活よりも仕事

を優先 

3. 仕事と家庭生活を同時に重視 

4. どちらかといえば、仕事よりも家庭生活

を優先 

5. 家庭生活を優先 

6. その他（              ） 

1. 仕事を優先 

2. どちらかといえば、家庭生活よりも仕事

を優先 

3. 仕事と家庭生活を同時に重視 

4. どちらかといえば、仕事よりも家庭生活

を優先 

5. 家庭生活を優先 

6. その他（              ） 

 

問12 あなたは、毎日の生活が楽しいですか。（〇はひとつだけ） 

1. とても楽しい 2. まあまあ楽しい 3. あまり楽しくない 4. 楽しくない 
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保健に関する情報等についてうかがいます 
              

問 13 「妊娠・避妊」「性感染症」「薬物（大麻、シンナー等）やたばこが身体に与える影響」に

ついて、どのように情報を知りましたか。（○はいくつでも） 

1. 学校の授業・教科書 

2. 親 

3. インターネット 

4. テレビや雑誌などマスコミ 

5. 先輩・友人 

6. その他（                  ） 

7. 知る機会がない 

 

 

問 14 「妊娠・避妊」「性感染症」「薬物（大麻、シンナー等）やたばこが身体に与える影響」に

ついて、どこ（だれ）から教わったことが役に立つと思いますか。（○はいくつでも） 

1. 学校の授業・教科書 

2. 親 

3. 公的機関(保健センターなど) 

4. インターネット 

5. テレビや雑誌などマスコミ 

6. 先輩・友人 

7. その他（                  ） 

 

 

問 15 (１)あなたは、次のようなことについて、交際相手に対してしたことやされたことがあり

ますか。または友達から聞いたり、見かけたことがありますか。 

(２)①～⑩の行為はどのくらい悪いと思いますか。最も近いと思うものを選んでください。 

（(１)〇はいくつでも、(２)〇はひとつだけ） 

 (1)経験の有無  (2)いけないと思う程度 

し
た
こ
と
が 

あ
る 

さ
れ
た
こ
と
が 

あ
る 

見
た
り 

聞
い
た
り
し
た 

こ
と
が
あ
る 

全
く
経
験
が 

な
い 

→ 

絶
対
に 

い
け
な
い 

場
合
に
よ
っ
て 

は
い
け
な
い 

特
に 

問
題
は
な
い 

① 殴ったり、蹴ったりする 1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

② 物を投げつける 1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

③ 殴るふりをして、脅す 1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

④ 嫌がっているのに性的な行

為を強要する 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑤ 見たくないのに、ポルノビ

デオやポルノ雑誌を見せる 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑥ 何を言っても長期間無視し

続ける 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑦ 人と会うことや外出などの

行動を制限する 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑧ 交友関係や電話・メールを

細かくチェックする 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑨ デートの費用を無理やり払

わせたり、お金をせびる 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 

⑩ 大声でどなったり、ばかに

したり、傷つく言葉を言う 
1. 2. 3. 4. → 1. 2. 3. 
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結婚や子育てについてうかがいます 

 

問16 あなたは現在結婚していますか。（〇はひとつだけ） 

1. 結婚している（事実婚を含む） 2. 離別・死別 3. 結婚していない 

 

 

問 16 で、「2. 離別・死別」または「3. 結婚していない」と答えた方にうかがいます。 

問 17 あなたは今後、結婚したいと思いますか。（○はひとつだけ） 

1. したい 

2. したいが実際にはしないと思う 

3. したくない 

4. わからない 

 

問 17 で、「1. したい」と答えた方にうかがいます。 

問 17－1 あなたが結婚したいと思う理由は何ですか。（○は3つまで） 

1. 好きな相手と一緒にいたいから 

2. 精神的に安定するから 

3. 経済的に安定するから 

4. 社会的に認められるから 

5. 子どもを産み育てる環境ができるから 

6. 老後の安心感が得られるから 

7. 親を安心させたいから 

8. 親からの拘束がなくなるから 

9. 自由時間が増えるから 

10. 自由になる金銭が増えるから 

11. 家事などが楽になるから 

12. 仕事をしなくてもよくなるから 

13. その他（           ） 

14. 特に理由はない 

 

問 17 で、「2. したいが実際にはしないと思う」または「3. したくない」と答えた方にうかがい

ます。 

問 17－2 あなたが結婚しない、またはしたくないと思う理由は何ですか。（○は3つまで） 

1. 生活上の制約があるから 

2. 一人でいる方が気楽だから 

3. ストレスがたまるから 

4. 経済的に苦しくなるから 

5. 社会的責任が重くなるから 

6. 子育ての仕事が増えるから 

7. 介護の不安があるから 

8. 親とのつながりが薄くなるから 

9. 自由時間が減るから 

10. 自由になる金銭が減るから 

11. 家事などの仕事が増えるから 

12. 今までの仕事を失うから 

13. 配偶者の親の面倒をみなければならないから 

14. 異性と出会う機会がないから 

15. 結婚に興味がないから 

16. 家族を養う自信がないから 

17. その他（                  ） 

18. 特に理由はない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次は P.8 問 18 へ） 

（次は P.8 問 18 へ） 

（次は 問 17-2 へ） 
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問18 家庭での男女の役割分担について、どのように考えていますか。（○はひとつだけ） 

1. 男女とも仕事をし、家事・育児は男女で分担するのがよい 

2. 男女とも仕事をし、家事・育児は主に女性が分担するのがよい 

3. 男女とも仕事をし、家事・育児は主に男性が分担するのがよい 

4. 男性は仕事、女性は家事・育児を分担するのがよい 

5. 女性は仕事、男性は家事・育児を分担するのがよい 

6. 男性は仕事をし、女性は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をするのがよい 

7. 女性は仕事をし、男性は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をするのがよい 

8. その他（                                          ） 

9. わからない 

 

問 16 で「1. 結婚している（事実婚を含む）」と答えた方にうかがいます。 

問 19 実際にあなたのご家庭での男女の役割分担はどうなっていますか。（○はひとつだけ） 

1. 男女とも仕事をし、家事・育児は男女で分担する 

2. 男女とも仕事をし、家事・育児は主に女性が分担する 

3. 男女とも仕事をし、家事・育児は主に男性が分担する 

4. 男性は仕事、女性は家事・育児を分担する 

5. 女性は仕事、男性は家事・育児を分担する 

6. 男性は仕事をし、女性は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をする 

7. 女性は仕事をし、男性は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をする 

8. その他（                                         ） 

 

問 20 あなたには現在子どもがいますか。（○はひとつだけ） 

1. 子どもがいる 2. 子どもはいない 

 

問 20 で「2. 子どもはいない」と答えた方にうかがいます。 

問 20-1  あなたは、将来子どもを持ちたいと思いますか。（○はひとつ） 

1. 将来子どもを持ちたい 2. 子どもを持ちたいと思わない 

 

 

問 20-1 で「1. 将来子どもを持ちたい」と答えた方にうかがいます。 

問 20-2 子どもを持ちたい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1. 子どもを育てることは楽しいと思うから 

2. 子どもがいると家庭が明るくなるから 

3. 子どもが好きだから 

4. 子どもがかわいいから 

5. 生きがいになると思うから 

6. 家族の結びつきが強くなるから 

7. 子どもを通じて交流が広がるから 

8. 子どもを育てることで自分も成長し

たいから 

9. その他（            ） 

（次は P.9 問 21 へ） 

 

（次は P.9 問 21 へ） 

（次は P.9 問 20-3 へ） 
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問 20-1 で「2. 子どもを持ちたいと思わない」と答えた方にうかがいます。 

問 20-3 子どもを持ちたいと思わない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1. 出産・子育ての知識や自信がないから 

2. 子育てはめんどうくさいから 

3. 子どもはきらいだから 

4. 自分の生活を楽しみたいから 

5. 仕事を優先したいから  

6. 子育ての経済的負担に耐えられないと思うから 

7. 自分のまわりに子育てを助けてくれる人がいないから 

8. 自分が子どもを虐待するのではないかと思うから 

9. 配偶者（パートナーなど）が子育てを望まないから 

10. 子育ての責任が女性にかたよっているから 

11. 地域の中に保育園など子どもをあずけられるところが整っていないから 

12. 地域の中に子どもが安心して遊べるところが整っていないから 

13. 地域の中で育児や子育てについて相談しやすい体制が整っていないから 

14. 勤め先の育児休業制度や子育てを支援する制度が整っていないから 

15. 受験競争や企業社会など、今の世の中は子どもにとってふさわしい時代とは思えないから 

16. いじめや差別･不登校など、子どもをとりまく問題があるから 

17. 地球環境の悪化や現在の住環境が子育てにふさわしくないから 

18. その他（                                  ） 

（次は P.10 問 22 へ） 

 

問 20 で「1. 子どもがいる」と答えた方又は問20－1 で「1. 将来子どもを持ちたい」と答えた

方にうかがいます。 

問21 あなたの現在のお子さんの人数と、理想の子どもの数を記入してください。 

（1）現在の子どもの人数 （                  ）人 

（2）理想の子どもの人数 （                  ）人 
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問21-1 理想の子どもの数と現実の数にギャップがあると言われていますが、その理由として考

えられるのは何ですか。（〇はいくつでも） 

1. 子育ての精神的負担が重くなりすぎるから 

2. 教育費など子育ての経費がかかりすぎるから 

3. 生活水準が落ちてしまうから 

4. 子ども一人一人の面倒をみる時間が十分にとれなくなるから 

5. 自分の就労状況からみて負担がかかりすぎるから 

6. 自分のやりたい勉強や趣味をする時間がなくなるから 

7. 住居のスペースに余裕がないから 

8. 家族の看護や介護があるから 

9. 子育ての社会的環境が整っていないから 

10. 子どもや子育て中の親に対し、社会が冷たいから 

11. 健康・体力に自信がないから 

12. 高齢で出産する人が増えているから 

13. その他（                                  ） 

14. 特にない 

 

すべての方にうかがいます。 

問 22 子どもを育てやすい社会に必要だと考えられることは何ですか。（○は 3つまで） 

1. 子育てや子どもの発達などについての不安や悩みに対する相談支援体制の整備 

2. 児童手当や税金・教育費の軽減など経済的援助 

3. 子育てをしやすい職場づくりのための支援（職場の雰囲気、育児休業制度、労働時間の短縮等） 

4. 男性も女性も家事・育児に参加する男女共同参画の意識づくり 

5. 保育サービスの充実（待機児童解消、一時保育、延長保育、病児・病後児保育など） 

6. 子どもが安心して放課後を過ごせる居場所づくりの充実（学童クラブ、児童館、放課後子

どもひろば） 

7. 公園や遊び場の充実 

8. 子どもや子育て中の親に対する社会の温かい目 

9. 子どもを遊ばせながら子育て仲間を作ったり、気軽に相談できる場の充実 

10. 子どもが相談できる相談窓口の整備 

11. 学校教育の充実 

12. 小児科・小児歯科などの医療機関情報の提供 

13. 不妊治療や産科の医療機関情報の提供 

14. 妊婦健診の充実 

15. その他（                            ） 

16. 特にない 
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問23 あなたは、結婚や子育てに関する次のような考え方についてどう思いますか。 

（それぞれ○はひとつずつ） 

 そう思う どちらか

といえば

そう思う 

どちらか

といえば

そう思わ

ない 

そう思わ

ない 

① 結婚は個人の自由だから、してもしなくて

もよい 
1. 2. 3. 4. 

② 結婚しても、うまくいかなければ離婚する

ことはしかたがない 
1. 2. 3. 4. 

③ 結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要は

ない 
1. 2. 3. 4. 

④ 結婚はしたくないが、子どもは欲しい 1. 2. 3. 4. 

⑤ 結婚したら、子どもを持つほうがよい 1. 2. 3. 4. 

⑥ 子どもの人数や何歳ごろに産むかを決め

るとき、女性（妻）の意見を尊重した方が

よい 
1. 2. 3. 4. 

⑦ 子どもの世話は、父親も母親も同じにする

のがよい 
1. 2. 3. 4. 

⑧ 子どもが3歳になるまでは、母親（父親）

が家庭で育てる方がよい 
1. 2. 3. 4. 

⑨ 子どものことも大事だが、自分自身の生活

も大事にしたい 
1. 2. 3. 4. 

⑩ 自分のことを多少犠牲にしても、子どもの

ことを優先したほうがよい 
1. 2. 3. 4. 

⑪ 女性は子どもを生んでも、仕事をやめなく

てよい 
1. 2. 3. 4. 
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地域との関わりについてうかがいます 

問24 あなたは日頃、近所や同じ建物の方たちと、どの程度のお付き合いをしていますか。 

 （〇はひとつだけ） 

1. 家を行き来したり、一緒に出かけたりする付き合いがある 

2. おみやげ等の物のやりとりをする付き合いがある 

3. 立ち話をする程度 

4. 会ったらあいさつをする程度 

5. 顔を知っている程度 

6. 全く顔も知らない 

 

すべての方にうかがいます 

問25 あなたはボランティアなどの地域活動をしていますか。（○はひとつだけ） 

1. している 2. していない 

 

  問 25 で「1. している」と答えた方にうかがいます。 

問 25－1 活動を始めたきっかけは何ですか。（○はいくつでも） 

1. 家族や友人から誘われたから 

2. 会社や学校から勧められたから 

3. 開催された行事等に参加して 

4. 区報などを見て 

5. チラシ、ポスターなど広告物を見て 

6. インターネットを通して 

7. 自分から活動を始めた 

8. 以前からその活動をしていた 

9. その他（             ） 

 

  問 25 で「2. していない」と答えた方にうかがいます。 

問 25－2 今後、活動をしてみたいですか。（○はひとつだけ） 

1. してみたい 

2. どちらかというとしてみたい 

3. どちらかというとしたくない 

4. まったくするつもりはない 
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新宿区についてうかがいます 

 

問 26 あなたは、新宿区が好きですか。（○はひとつだけ） 

1. とても好き 2. どちらかというと好き 3. どちらかというと嫌い 4. 嫌い 

 
 
 

  問 26 で「1. とても好き」または「2. どちらかというと好き」と答えた方にうかがいます。 

問 26－1 新宿区が好きな理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1. 新宿の文化やまちの雰囲気が好きだから 

2. 交通や買い物・遊びなどの施設がたくさんあるから 

3. 公共施設（図書館など）が充実しているから 

4. 町会などの地域活動やイベントが活発だから 

5. 子育て支援や高齢者のためのサービスが充実しているから 

6. 住環境が良いから 

7. 自然環境が良いから 

8. 治安が良いから 

9. その他（                                 ） 

10. 特に理由はない 

 

  問 26 で「3. どちらかというと嫌い」または「4. 嫌い」と答えた方にうかがいます。 

問 26－2 新宿区が嫌いな理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1. 新宿の文化やまちの雰囲気が嫌いだから 

2. 交通や買い物・遊びなどの施設が少ないから 

3. 公共施設（図書館など）が充実していないから 

4. 町会などの地域活動やイベントが少ないから 

5. 子育て支援や高齢者のためのサービスが充実していないから 

6. 住環境が悪いから 

7. 自然環境が悪いから 

8. 治安が悪いから 

9. その他（                                ） 

10. 特に理由はない 

 

問27 あなたは、これからも新宿区に住みたいと思っていますか。（○はひとつだけ） 

1. 住みたい 2. 住みたくない 3. わからない 

 

（次は 問 26-2 へ） 
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問28 最後に、新宿区に対する意見・要望などがあれば、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて 10 月 16 日（水）までにご投函ください。 

 


